




マンションが建ち並び、高架をモノレールが走る。女性アーティ
スト・山本聖子さんは、万博公園に隣接するこのアトリエの近
く、千里ニュータウンで育った。ニュータウンの生活は近代
的で便利だけど、人間の匂いが薄い。
「生まれ育った環境を振り返ったとき、生活感というものが消さ
れているように感じられたんです」。
集合住宅は、どれも四角く素っ気ない外観で、密集している
にもかかわらず、中の生活を伺うことはできない。山本さんの
家に届けられる不動産広告チラシには、そうした集合住宅の、
どれも同じような間取り図が並んでいる。
山本さんは、わずか数cmのその間取り図たちを、一枚一枚
たんねんにカッターで切り取り、数千枚を組み合わせて立体
作品を作り上げた。作品は遠目には、直線がひしめく無機的
なムードだが、目を凝らすとその直線は、人間の生活を包む
住居空間の図だと気づかされる。そこには山本さんが画一的
な街の中で感じてきた「生活感が消されている感じ」が表現さ
れている。この「間取り図」の作品は、大きな注目を集めた。
「もともと立体だった部屋の空間を二次元に落とし込んだのが
間取り図だから、それをもう一度立体作品にするということは
…2.5次元といえるかもしれません。思えばいつも、2次元と3
次元の間をさまようような作品をつくってきたかも」。
2012年、秋は2年ぶりになる個展をGallery PARCで開催。
「ここ数年、空間を使って模索してきたことの集大成になれば」。
　

GRAND MARBLE ENTA!

Art Radio
グランマーブルは、おいしさと感動を伝えるひとつの形として、エンタテインメントを応援しています。
音楽、映画、ラジオ番組、そしてアート…etc.。伝統と創造の街・京都から、フレッシュな才能を発信していきます。

手前が、間取り図を切り抜いて立体に構成した作品。住宅広告チラシをラミネート
加工し、間取り図の部分をカッターで切り抜いている。

見ているとイマジネーションがふくらむドローイング。 壁にあったのは作品構想のアイデアスケッチ。 Cross Column

MAKOTO  京都では、ご祝儀を手渡す時、金封を使うんですよ。
前田  色 な々種類があるんですか？
MAKOTO  TPOで選びます。ぽち袋は子供さんへのお年玉は
もちろんですけど、ちょっとしたお心付けを包む時に使います。
きちんとしたお礼や楽屋お見舞いなどには「祝儀袋」を使いま
すけど、たとえば踊りの舞台のスタッフの方に「これでコーヒー
でも召し上がってください」という気持ちで、ぽち袋に「お珈琲」
と書いてお心付けをお渡ししたり、ということはありますよ。
前田  それって奥ゆかしい…。私にとっては、ぽち袋はお年玉
のイメージかな。母はいつも素敵なぽち袋を用意していました。
MAKOTO  ぽち袋自体に凝られる方も、おられますね。以前、
お名前が入ったぽち袋を頂戴したことがあります。
前田  それって「おあつらえ」のぽち袋なんですね。これ（手に
持っているぽち袋）も手作りですよね。
MAKOTO  こういうかわいいぽち袋をいただくと、捨てずに取っ
ておこうかな、て思いますよね。
前田  着物のたとう紙のようなデザインのぽち袋をいただいた
時は、素敵で、とっておきましたね。
MAKOTO  思い出のぽち袋ってあります？
前田  うーん、スヌーピーのぽち袋（笑）。好きだったから。小
さい頃は、かわいいぽち袋に5円玉が入ってるだけでうれしかっ
たですね…。今は、もらうより、あげてばっかりだけど。

オンエアの時間帯が午前中になった「clip your heart」。
「11時台ですから、お家でもオフィスでも、ちょっと一息…とい
う時間帯。週末を控えた金曜日。あとひと息のがんばりを応
援するような、元気の出る曲をお届けしています」。
番組のテーマは音楽との出会い、ライブの感動。
「ライブについてコメントをお聞きすると、アーティストさんから
と、リスナーさんからとでは、演奏する側と聴く側との、視点
の違いが面白いですよ。でも、もっと面白いのはライブで本当
に感動した時のコメントはまったく同じだということ。とにかく
『よかった！』なんです（笑）。音楽を聴くためのツールも進化
していますけど、ライブは人間のパワーが渦巻いている場。と
にかくそれを体感してほしいです」。

聞くだけでリラックスモードになれるトークで人気の DJ、
MEMEさん。「震災をきっかけに、ラジオの向こうのリスナー
に寄り添うように話すようになりました。音楽も、歌詞の中身も
よく考えます。でも、リスナーの皆さんに元気になってもらうた
めに一番大切なことは、まず私たちが元気であること」。
番組では、リスナーからの「生活に花を添えてくれた」エピソー
ドを紹介している。「思わずグッと来るメッセージ、ありますよ。
ご家族、ご夫婦の絆を感じさせるお話やメッセージが多いで
す。『妻に“ありがとう”を言いたいんだけど…言えなくて』と
いうような微笑ましいメッセージは、『今度は直接伝えてあげて
くださいね』とエールを送りながら（笑）ご紹介しました」。
リスナーとの真心のキャッチボールを番組でお楽しみください。

グランマーブルが提供する番組「clip your heart」
「Blooming heart」DJスペシャルインタビュー

女性アーティストが問いかける「日常の向こうがわ」
山本聖子・アトリエインタビュー

2012年上半期までに開催された展覧会＆イベント 2012年後半のスケジュール

DATA 京都市中京区弁慶石町48（三条通御幸町西北角）三条ありもとビル
「ル・グランマーブル カフェ クラッセ」 2F　　
Tel・Fax. 075-231-0706    11：00～19：00  月曜休
http://www.galleryparc.com/

●7/3～7/15 足髙寛美個展（立体・テキスタイル）
毛髪をレースのように編みあげた作品を中心に構成した個展。

●7/17～7/29 成安造形大学主催：明界要介個展
（インスタレーション）

●7/31～8/12 藤永覚耶個展（ペインティング）
布地に点描で描かれた森や植物のイメージを溶かし、作品に揺らぎを取り入れる。

●8/14～8/19 版画11人展［仮］（版画）
京都嵯峨芸術大学版画分野3回生11名によるグループ展

●8/21～9/2「脈展-2-」［仮］
昨年に引き続き2回目となる、京都造形大学大学院生有志によるグループ展。

●9/4～9/16 中屋敷智生個展（ペインティング）

●9/22～10/7 KYOTO EXPERIMENT 2012 関連企画展
過去2年にわたって開催してきた、京都国際舞台芸術祭の関連企画展。

●10/9～10/21「よむこと・紙出来」
藤本由起夫、今井祝雄、石川亮、北野裕之、長尾浩幸ほか、京都の各芸術系
大学で指導する作家による展覧会。

●10/23～10/29 フジイフシキノ：モスリン展（染織）
フジイフシキノによるモスリンの衣服展。染めから縫製まで、すべて手仕事で仕
上げられた色鮮やかなモスリンの服を展示・販売。

●11/3～11/18 国谷隆志（立体・インスタレーション）
昨年に続き2回目となる国谷隆志の個展。ネオン管による作品を中心に、実験
的な要素を取り入れた作品を展開。

●11/24～12/9 山本聖子（立体・インスタレーション）
★上のインタビュー記事参照

●12/11～12/23 金光男（版画）

Profile  1981年生まれ。大阪府出身。京都造形芸術大学大学院卒。若手アーティストの登竜門「VOCA」展に2011年選出。
「六甲ミーツ・アート　芸術散歩2011」公募大賞   グランプリ、「東京ミッドタウン・アワード2011」アートコンペ   グランプリ。

Sweet'n marble lovers
α‐STATION FM KYOTO（89.4MHz）
●毎週木曜日  21：00～22：00  前田典子・MAKOTO

FM802（80.2MHz）
●毎週金曜日 11：00～11：20 山添まり

clip your heart Blooming heart

「音楽との出会い＝感動」をテーマにお届け。人生を変えたライブや、思わず涙を流
したコンサートについてリスナーから募集し、いただいたメッセージを紹介します。

コンセプトは“真心をかたちに”。本から映画まで曜日ごとのテーマでトーク。木曜
日はリスナーからの「生活に花を添えてくれた」メッセージをご紹介しています。

山添まり Profile  
東京都出身。最近のお気に入りアルバムはジェイソン・ムラーズの「LOVE IS A 
FOUR LETTER WORD」。好きなデニッシュはりんごとくるみのプリンデニッシュ。
インタビュー場所の「ブーランジェリーカフェ シャンブル ド グランマーブル」は、
「スタジオにも近いし、とても気持ちがいい空間なので、昼下がり、こっそりシャン
パンを楽しんだりしてるんです」。（データはp13）

MEME Profile  
兵庫県出身。ヨガ、スキー、音楽と多趣味で多彩なパーソナリティー。注目のアーテ
ィストはマイケル•キワヌーカ。好きなデニッシュはプレステージ。

Sweet’n marble loversパーソナリティー2人が語る「かわいい京都×伝統」 Vol.2「ぽち袋」

MAKOTO（左）Profile 
祇園町の芸妓・真筝とミュージシャン、和洋、伝統と現代の世界で活躍するアー
ティスト。アルバムに「Makoto Sings Jazz」。好きなデニッシュは祇園辻利濃茶。
公式ブログ 京女のつれづれ草
http://www.cafeblo.com/kyoto/

前田典子（右）Profile 
19歳からモデルを始め、テレビ、ラジオのパーソナリティー、ファッションプロデ
ューサーもこなすマルチタレント。好きなデニッシュはDojiフロマージュ。
公式ブログ マエ★ノリヌーヴェル
http://ameblo.jp/maenori/#

上質の和紙を用いた雅で愛らしいオリジナル紙製品には、ぽち袋の他、はがきや
文乃香など。季節のお便りをどうぞ。
京都市中京区六角通麩屋町東入八百屋町110   10:00～18:00   無休
http://suuzando.co.jp/

手書きでメッセージ
が書かれている。シ
チュエーションにあ
わせて使いたい。

おめでたい柄、ひょ
うたんをあしらった
ぽち袋。

嵩山堂はし本

二枚の木版画の間にお
金を入れられる。あざや
かな赤がキレイ。

500円玉を入れ
るのにぴったり
のミニサイズ。

「ライブの感動はひとつ。
それを体で感じてほしい」。　　   山添まり

「リスナーからのメッセージには、
感動の連続です」。　　　　　 MEME

FM COCOLO（76.5MHｚ）
●毎週月曜日～木曜日 15:00～15:10 MEME

ぽち袋の「ぽち」とは、関西の方言で、花街での小額の心付けを
意味したもの。大正時代には旦那衆の粋な小道具として、和紙に
木版画で刷られたモダンなぽち袋がつくられていたことも。

What’s ぽち袋?

Gallery PARCでは、会場レンタル（学生割引有り）による
学生や若いクリエイターへの発表場所の提供や広報活動の支援をはじめ、
アート・工芸・デザイン・写真・映像・パフォーマンスなどの展覧会やワークショップの開催を通じ、
京都の文化の継承と創造に向け、様 な々支援に取り組んでまいります。

※展覧会のタイトルはいずれも仮です。また、内容・日時などは予告なく変更する場合がございます。

御池通 地下鉄京都市役所前駅

三条通1928ビルタリーズ
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ル・グランマーブルカフェ  クラッセ
2F Gallery PARC

「かわいて、またぬれ
る：金サジ  個展」
（2012年4月3日～4月
15日）写真家・金サジ
による個展。PARCの
大きな壁面を活かした
インスタレーション。

「せまく広く、もっと大
きくもっと小さく：平
田さち展」（2012年5
月3日～5月20日）「フ
リーライブ Nächste 
Station（ネヒステ ス
タティオン）：中野公
揮・橋本翔太」（2012
年5月3日～6日）
撮影：草木貴照
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GRAND MARBLE ENTA!

Play Feature

Profile  1981年 L.A生まれ。鹿児島育ち。L.A.のアートスクールでダンスを学び、東
洋人唯一のゴスペルクワイヤーのメンバーに。17歳でジャネット・ジャクソンのPV
出演。01年アルバムデビュー。ソウル、R&B、ヒップホップをこなすシンガー。
http://www.aimusic-ai.tv/  （アルバムリリース情報もp7に掲載しています。）

「夢中になることが
常にあること」が幸せ
　　　　   若村麻由美

Profile  東京都生まれ。無名塾出身。87年Ｎ
ＨＫ朝の連続テレビ小説『はっさい先生』で
デビュー。エランドール新人賞を皮切りに、
数々の賞を受賞。15歳で日舞の名取とな
り、日本の古典にも造詣が深い。朗読劇『原
典で語る平家物語』を様々なエンターテイ
ナーと共に上演。10月から NHKで放映予
定のドラマ『純と愛』に出演。舞台版『大奥 
第一章』に江与役で出演。全国で公演中。
http://www.oh-oku-play.jp/

『ブーランジェリーカフェ シャンブル ド グランマーブル』に
私服で登場した若村麻由美さん。モノトーンの装いの胸元
には、「ちょっと甘くしたいなと思って…」ベリーのような赤
いガラス玉のネックレス。シャープさとフェミニンさを自在に
装う、大人の女性らしい存在感。演じる役柄は幅広い。あ
る時は歴史上の人物、ある時は等身大の現代女性。ライフ
ワークとして取り組む『平家物語』の朗読劇では、時空を超
えた古典の世界へと観客を誘う。
「緊張感と集中力を仕事で使う分、オンオフはパッと切り替
えたいタイプ。大事なのはバスタイム。一番は眠ること」と
話すが、そのバスタイムでは台本を読む。オフの日はお芝
居や映画を見たり、やはり仕事に関連することに接している。
「歌舞伎や狂言、古典からダンス、ストレートプレイも見ます。
…結局はそれが好きなんです。趣味を仕事にしてしまったか
ら無趣味な人になってしまったのかも」。努力を努力と思わ
ず、むしろ夢中で楽しんでしまうのが、若村さんの輝きの
秘訣かも。
「何よりも、もの作りをすること、みんなで何かをつくること
がすごく好きなんですね。夢中で仕事をやっていると、他の
人の力ももらえて…それが、長く役者を続けてこられたことに
つながっているのかな、と思います。夢中になれるものが常
にあることが『幸せ』ですね」。
NHK朝の連続テレビ小説『純と愛』では、心に傷を抱え
た辣腕女性弁護士を演じる。「デビュー作が朝の連続テレ
ビ小説『はっさい先生』で、それから今年でちょうど25年に
なるんです。そんな節目の年に、またドラマで大阪に呼ん
でいただけてうれしいです」。

グランマーブルは、‘ありがとうを、豊かな味わいに込めて’
をコーポレートスローガンに、日本人の細やかな心遣いが
凝縮された「贈る文化」を大切にしてまいりました。
それは、1996年の創業以来、数え切れないほど多くのお客
様や、お取引先様からいただいた「愛」に支えられ、今日
まで歩んでくることが出来たからなのです。

皆様からいただいた「愛」は「愛」でお返ししたい。
そんな想いから、グランマーブルでは既に活動を開始してい
る、ピンクリボン運動への支援、東日本大震災への支援活
動などに加えた、今後のグランマーブルの総合的な社会貢
献活動を「LOVE MARBLE」と名付けさせていただきま
した。

グランマーブルは、今後もこれまで以上に、企業活動を通
じて、より多くの「感謝の愛」をお届けできるよう努力し取
り組んでまいります。

GRAND MARBLE JOURNAL

グランマーブルの社会貢献活動、LOVE MARBLE 始まります

アーティスト、AIが歌でクリスマスプレゼント
南相馬の合唱団と｢ハピネス｣なステージを披露
グローバルな活動を展開するAI。2011年11月渋谷で行われた
ラジオ番組の公開収録イベントで、東日本大震災の被災地・
南相馬市の合唱団・MJCアンサンブルから受けたリクエストに
応えて、自身の楽曲『Story』を一緒に歌いました。その時に合
唱団のリーダーから出た「地元のみんなにも生で聴かせてあげ
たい」という声に共鳴し、2011年12月18日、南相馬市民100名
を招いてクリスマスパーティを開催。MJCアンサンブルのメン
バーとともに『JOY TO THE WORLD』『Story』『ハピネス』

の3曲を披露しました。「歌っていて逆に、（MJCの）みんなか
らパワーをもらった」とAIはお返しにミニライヴを披露。AIか
らの一足早いクリスマ
スプレゼントにみんな

が笑顔に。音楽を通
して結ばれた絆が、
南相馬を温かく包みこ
みました。

MJCアンサンブルによる歌に
はじまり、AIと MJCとのあた
たかい音楽の交流。会場「銘
醸館」がひとつになりました。
写真：千々岩  友美

歌詞でも書きましたが、「元気なヤツが支えれば良い」と思ってる。だ
って私も元気がない時、悲しい時は人に支えられているし。よく被災
地の方から手紙をもらうんですが、いつも前向きな姿に私も勇気づけ
られています。南相馬の MJCアンサンブルのみんなと初めて歌った
時、まだ自分の家にも帰れていないのに、他の人を励まそうと、まっす
ぐな目と笑顔で歌っている姿に感動しました。「ハピネス」の歌詞通
り「君が笑えばこの世界中にもっともっと幸せが広がる」!!! 

★AIのメッセージ

AI Official Site（PC/Mobile）
http://www.AImusic.tv 

AI Facebook 
http://www.facebook.com/AI.JPN 
http://www.facebook.com/A.I.INTERNATIONAL 

AI Twitter 
@Micaholic1981
@AI_Newz

活動のレポートや予告は、ホームページで告知してゆきます。
http://www.grandmarble.com/

GRAND MARBLE PRESSの前号で、アーティストの大黒摩季さんから寄稿いただ
いたメッセージ「LOVE MARBLE」。おいしいものを食べた時に感じる幸福と、そこか
ら得られる勇気の大切さを綴った言葉にインスパイアされて、「LOVE MARBLE」の
言葉を、グランマーブルのこれからの社会貢献活動の名に冠させていただきました。

日本をありがとうで、うめつくそう

©GRAND MARBLE

LOVE MARBLE 名前の由来
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